
変化をチャンスに
さらなる成長へ挑戦
　当社企業グループは、エネルギー事業を取り巻く環境の変化を
新たな事業機会と捉え、さらなる成長へ向けて挑戦しています。

競争に立ち向かう組織変革、徹底したコスト低減の推進、
CSRの着実な取り組み、多様な人材の活用推進などにより、

強固な経営基盤の確立を目指します。
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▽ 

変
革
実
現
に
よ
り
強
固
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る  

◎ 

競
争
に
立
ち
向
か
う
組
織
へ
の
変
革  

◎ 

財
務
体
質
の
さ
ら
な
る
改
善  

◎ 

C
S
R
の
着
実
な
取
り
組
み  

◎ 

多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進

カ
ン
パ
ニ
ー
制
の
導
入
を

柱
と
す
る

組
織
整
備
を
実
施

　
当
社
は
、
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
に

よ
る
競
争
の
激
化
や
、
２
０
２
０
年
４
月

ま
で
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
送
配
電

部
門
の
法
的
分
離
（
分
社
化
）
な
ど
、
激

変
す
る
事
業
環
境
を
踏
ま
え
、
段
階
的
な

組
織
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
に「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
本
部
」
を
設
置
し
た
後
、
２
０
１
８
年

４
月
に
は
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
導
入
し
、
発

電
・
送
配
電
・
販
売
事
業
を
担
う
従
来
の

３
本
部
に
つ
い
て
、「
発
電
・
販
売
カ
ン
パ

ニ
ー
」、「
送
配
電
カ
ン
パ
ニ
ー
」お
よ
び「
原

子
力
本
部
」
に
再
編
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
組
織
整
備
に
よ
り
、
各
カ
ン

パ
ニ
ー
・
本
部
が
自
律
的
な
事
業
運
営
体

制
の
も
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
的
確
に
果
た
し

な
が
ら
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

第
一
線
業
務
機
関
も
含
め
法
的
分
離
を
見

据
え
た
体
制
で
先
行
的
に
業
務
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
分
社
時
の
円
滑
な
組
織
の
移

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
へ

の
移
行
」お
よ
び「
役
付
執
行
役
員
の
新
設
」

を
柱
と
す
る
、
経
営
機
構
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
4
月
に
導
入
し
た
カ
ン
パ

ニ
ー
制
に
と
も
な
う
新
た
な
組
織
体
制
に

あ
わ
せ
て
、
経
営
面
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
迅
速
か
つ
機
動
的
な
意
思
決
定
や

業
務
執
行
を
実
現
し
、事
業
運
営
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
業
務
執
行

状
況
等
に
対
す
る
経
営
と
し
て
の
監
督
機

能
に
つ
い
て
も
、い
っ
そ
う
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

●
経
営
機
構
の
見
直
し
の
概
要

◎
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
へ
の
移
行

・
従
来
の
監
査
役
会
の
代
わ
り
に
、
取

締
役
会
の
中
に
監
査
等
委
員
会
を
設

置
し
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
同
様
、
取
締
役
会
に
お
け

る
重
要
な
意
思
決
定
を
重
視
し
な
が

ら
、
業
務
執
行
の
一
部
を
取
締
役
会

か
ら
取
締
役
に
委
任
す
る
こ
と
で
、

よ
り
迅
速
か
つ
機
動
的
な
意
思
決
定

や
業
務
執
行
を
図
り
ま
す
。

・
取
締
役
会
に
お
け
る
社
外
取
締
役
の

構
成
比
を
高
め
る
こ
と
で
、業
務
執
行

状
況
等
の
監
督
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

◎
役
付
執
行
役
員
の
新
設

・「
役
付
執
行
役
員
（
社
長
執
行
役
員
、

副
社
長
執
行
役
員
、
常
務
執
行
役

員
）」
を
新
た
に
設
置
し
、
業
務
執
行

は
役
付
執
行
役
員
が
担
う
体
制
と
す

る
こ
と
で
、「
監
督
」と「
執
行
」の
役

割
分
担
を
よ
り
明
確
に
区
分
し
、
迅

速
か
つ
機
動
的
な
業
務
執
行
を
図
り

ま
す
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
も
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
経
営
機
構
の
見
直
し
も
踏
ま

え
、
引
き
続
き
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

経
営
機
構
の
見
直
し
に
よ
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化

■組織図（2018 年 7 月 1日現在）

女性従業員の能力発揮の機会拡大や、仕事と家庭の両立を、
積極的に支援する職場風土づくりを推進しています。
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当
社
は
、２
０
１
６
年
３
月
、女
性
従
業
員

の
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
に
向
け
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、「
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
に
、女
性

管
理
職
数
を
２
０
１
５
年
度
期
首
比
で
２
倍

以
上
と
す
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
電
力
小
売
全
面
自
由
化
な
ど
当
社
を
と

り
ま
く
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
で
、多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
力
を
強
化
し
、
会
社
が
成
長
を
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
施

策
の
立
案
・
実
施
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
や
、

女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
が
最
大

限
に
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
の
推
進

が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
に
つ
い
て
は
、育
児
期
の
女

性
従
業
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施
に
向

け
て
取
り
組
む
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
女

性
従
業
員
の
直
属
の
上
司
を
対
象
と
し
た
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
女
性
従
業
員
の
能

力
発
揮
の
機
会
拡
大
や
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
積
極
的
に
支
援
す
る
職
場
風
土
づ
く
り

を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
従
業
員
の

さ
ら
な
る
活
躍
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み

宮
城
県「
い
き
い
き
男
女
・
に
こ
に
こ

子
育
て
応
援
企
業
表
彰
」で

優
秀
賞
を
受
賞

　
当
社
は
、
２
０
１
８
年
２
月
、
宮
城
県
が

実
施
す
る
「
い
き
い
き
男
女
・
に
こ
に
こ
子

育
て
応
援
企
業
表
彰
」
の
「
女
性
の
活
躍
推

進
部
門
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

表
彰
は
、
宮
城
県
が
２
０
０
９
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
県
の
「
女
性
の
チ
カ

ラ
を
活
か
す
企
業
認
証
制
度
」
の
認
証
企
業

の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
企
業
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
１
７
年
度
に
認
証
を
取
得

し
、
当
社
企
業
グ
ル
ー
プ
の
東
北
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ
な
ど
も
、
同
認

証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、

「
女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
の
た
め
、
２

０
２
０
年
３
月
末
ま
で
に
女
性
管
理
職
を
２

０
１
５
年
度
期
首
比
で
２
倍
以
上
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
７
月

現
在
で
１
・
94
倍
ま
で
達
成
し
て
い
る
」「
管

理
職
研
修
に
女
性
活
躍
推
進
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
講
義
を
盛
り
込

ん
で
い
る
」
な
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

り
、２
０
１
７
年
度
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
法

定
雇
用
率
を
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
職
業
生
活
相
談
員
を
、

法
を
上
回
る
基
準
で
事
業
所
に
配
置
し
、
会

社
生
活
を
営
む
上
で
生
じ
る
個
々
の
相
談
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
職
場
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
な
ど
職
場
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
０
１
８
年
７
月
、障
が
い
者
の
い
っ

そ
う
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、新
会
社
「
東

北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式

会
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
が
や

り
が
い
や
、
働
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
安

心
し
て
仕
事
の
で
き
る
就
労
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
障
が
い
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
当
社
は
、

地
域
に
〝
寄
り
添
う
〞
企
業
と
し
て
、
引
き

続
き
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
に
取
り
組

み
、
地
域
や
お
客
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え

し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
促
進
に
向
け

新
会
社「
東
北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」を
設
立

　
当
社
で
は
、
障
が
い
者
の
活
動
の
場
を
広

げ
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を
実
現
す
る
た
め
、

教
育
機
関
な
ど
と
連
携
し
採
用
を
行
っ
て
お
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■調達価格の低減の切り口

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
す
べ
て
の

事
業
活
動
の
基
盤
を
な
す
も
の
と
認
識
し
、

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
、
環
境
へ
の
配
慮

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
持
続
的

な
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
地
域
協
調

や
地
域
活
性
化
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
も
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
い
っ
そ

う
の
ご
信
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
と
と

も
に
成
長
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
が
一

体
と
な
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
７
年
４

月
に
「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
方
針
」、

「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
」
を
策
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
社
秋
田
電
力
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１

０
年
よ
り
「
秋
田
赤
十
字
乳
児
院
」
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
養
育
で
き

な
い
０
歳
か
ら
の
乳
幼
児
を
24
時
間
体
制
で

養
育
し
て
い
る
同
院
に
対
し
、
蛍
光
灯
や
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
設
備
の
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員
か
ら
集
め
た
絵

本
や
子
ど
も
服
な
ど
の
遊
休
育
児
用
品
を
、

入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
酒
田
共

同
火
力
発
電
株
式
会
社
で
は
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
予
測
に
基
づ
き
、
一
時
避
難
施

設
と
し
て
避
難
塔
を
建
築
し
ま
し
た
。
最
大

で
２
０
０
人
程
度
が
１
〜
２
日
間
、
避
難

可
能
な
施
設
で
す
。
山
形
県
内
初
と
な
る

同
施
設
は
「
酒
田
市
の
津
波
発
生
時
に
お
け

る
一
時
避
難
施
設
」
と
し
て
同
市
よ
り
指
定

さ
れ
、
誰
で
も
避
難
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま

と
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
多
様
な
活
動
の
継
続
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

に
よ
り
、
企
業
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

企
業
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
着
実
な
取
り
組
み

徹
底
し
た
効
率
化
に
よ
り
、

値
上
げ
認
可
時
の
効
率
化
額
を

上
回
る
コ
ス
ト
低
減
を
実
現

資
材
・
役
務
調
達
に
関
わ
る
調
達
価
格
の

低
減
に
つ
い
て
は
、２
０
１
３
年
７
月
に
調

達
改
革
委
員
会
を
設
置
し
、「
買
い
方
」を
変

え
る
・「
買
う
モ
ノ
」を
変
え
る
・「
買
う
量
」

を
変
え
る
の 

３
つ
の
切
り
口
か
ら
各
種
施

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
２
０

１
７
年
度
は
、調
達
価
格
が
14
・
４
％
低
減
、

競
争
発
注
比
率
が
39
・ 

３
％
と
な
り
ま
し

た
。

　
さ
ら
な
る
効
率
化
を
目
指
し
、調
達
改
革

委
員
会
で
は
、
２
０
１
６
年
６
月
に
第
Ⅱ
期

の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。安

全
確
保
と
安
定
供
給
を
前
提
に
、２
０
１
８

年
度
末
ま
で
に
「
調
達
価
格
を
15
％
低
減
」

「
競
争
発
注
比
率
を
35
％
程
度
ま
で
拡
大
」

な
ど
、コ
ス
ト
低
減
の
深
掘
り
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
２
０
１
３
年
の
電
気
料
金
値
上

げ
認
可
時
に
、お
客
さ
ま
の
ご
負
担
を
可
能

な
限
り
軽
減
す
る
よ
う
、
原
価
算
定
期
間

（
２
０
１
３
〜
２
０
１
５
年
度
）
平
均
で 

１

１
３
９
億
円
の
経
営
効
率
化
を
織
り
込
ん

で
い
ま
す
。２
０
１
７
年
度
に
お
い
て
は
、

安
全
確
保
と
安
定
供
給
を
前
提
に
、燃
料
費

を
は
じ
め
と
し
た
経
営
全
般
に
わ
た
る
構

造
的
な
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
た
結
果
、値
上
げ
認
可
時
に
織
り
込
ん

だ
効
率
化
額
を
上
回
る
１
４
９
２
億
円
の

コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
コ
ス
ト
構
造
改
革
の
大
き
な
柱
で
あ
る

従
業
員
に
よ
り
そ
い

と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い

　
東
北
電
力
で
は
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
体
制
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
障
が
い
者
雇
用
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
新

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。東
北
電
力
が
特
例
子
会
社
（
障
が
い

者
の
雇
用
促
進
を
目
的
と
す
る
子
会
社
）
を
設
立
し
、
障
が
い

者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域
に
よ
り
そ
う
企
業
と
し
て

そ
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。新
会
社
の
仕
事
は
、東

北
電
力
か
ら
名
刺
の
印
刷
、
書
類
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
、
デ
ー
タ
入
力
、

コ
ピ
ー
用
紙
の
補
充
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
、
定
型
的
か
つ
反

復
性
の
あ
る
業
務
を
受
託
し
ま
す
。オ
フ
ィ
ス
周
辺
業
務
を
当

社
が
受
諾
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と
東
北
電
力

の
業
務
効
率
化
に
つ
な
が
れ
ば
、理
想
的
な
姿
と
言
え
ま
す
。

　
新
会
社
は
、
東
北
電
力
か
ら
の
出
向
者
４
名
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、１
年
後
に
は
地
域
か
ら
10
名
程
度
、数
年
後
に

は
50
名
程
度
の
雇
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。特
別
支
援
学
校

の
新
卒
者
や
、
移
行
支
援
事
業
所
か
ら
の
中
途
採
用
者
が
中

心
に
な
り
ま
す
。障
が
い
者
４
〜
５
名
に
対
し
支
援
員
と
な

る
ト
レ
ー
ナ
ー
１
名
を
配
置
し
、日
常
的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
く
予
定
で
す
。仕
事
を
通
じ
て
「
人
の
役
に

立
っ
て
い
る
」
と
実
感
で
き
る
こ
と
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
成
長
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
見
極
め
向
き
合
う
こ
と
で
、
私
自
身
も
一
緒
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

常
務
取
締
役
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
長 

　
　
飯
野 

守

「より、そう、ちから。」を

カタチに

い
い
の
　
ま
も
る

■当社の障がい者雇用者数と障がい者雇用率の推移

35 NOW 2018

宮城県の河端副知事（左）より、宮城県「いきいき
男女・にこにこ子育て応援企業表彰」を受けた

「秋田赤十字乳児院」でのボランティア活動

■調達改革委員会第 II 期の取り組みスケジュール
検討項目

目  標（第Ⅱ期）
2018年度末までに
・調達価格を15％低減
・競争発注比率を35％※程度まで拡大
　※うち送配電部門は50％

2016年度 2017年度 2018年度

検討のスケジュール

これまでの取り組みの
全社展開

持続的効率化を可能にする
組織能力・体制・インフラ
の整備

さらなる競争力強化と
透明性の向上

●コスト競争力の一層の強化に向けた
　さらなる効率化施策の深掘り

●調達関連スキルのさらなる向上に向けた
　階層別、部門別の研修プログラムの実施 等

●これまでの取り組みを体系化
　し、全社大に浸透

［参考］第Ⅰ期目標
　・調達価格を10％低減
　・競争発注比率を３割程度まで拡大

「買い方」
を変える

「買うモノ」
を変える （独自仕様や高スペック、工事仕様や工程見直し 等）

「買う量」
を変える
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2009

184
1.96

20112010

187

2012

206
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208

2.07

209

2.06

1.98

2015

212

2.09

2016 2017

210
2.04

213
2.03

1.90

障がい者雇用率

2.02

198

当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
の

詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

酒田共同火力発電㈱
「石炭埠頭津波避難塔」


